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11月19日(日)毎月19日の12時からス

タンディングデモを行っている「平和

が良いな昭和区の会」は「ガザ侵攻た

だちに中止を」と約20人が集まり、

「世界中の子どもが死んだらあかん」

と「へいわのうた」で訴えました。 

同じ日の13:30～矢場町ひかりの広場

では、「憲法を暮らしにいかす 改憲

NO!あいち総がかり行動」が「『軍拡・

改憲よりもくらし、平和』東海4県一

斉行動」集会とデモを行い、「新しい

戦前にさせない」「ガザへのジェノサ

イド(大虐殺)を今すぐやめよ」と訴え

約400人で栄をデモしました。 

その日の夜18:00～は、イスラエルに

よるパレスチナ占領に反対する「BDS

名古屋」と

「不戦への

ネットワー

ク」、この日発足した「ガザ緊急アク

ション名古屋」が同じ光の広場で集会

とデモを行い、アラブ系の外国人など

子どもを含む約360人が「子どもを殺

すな！」「虐殺やめろ！」と栄の街を

訴え歩きました。 

日本共産党の志位和夫委員長は6日、国会内で記者会見

し、声明「ガザでのジェノサイドを許すな――ガザ攻撃中止と即

時停戦に向けての各国政府への要請」を発表しました。日本共

産党は、要請文を各国政府(大使館)と国連・地域機関に送付

しました。全文は以下の通りです。 

(1) イスラエルの大規模攻撃により、

パレスチナ・ガザ地区の人道状況は、

「子どもたちの墓場と化し、人々の生

き地獄となっている」(ユニセフ）と
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も言われる深刻な危機に直面している。

日本共産党は、この人道的危機を一刻

も早く止めるために、各国政府、国際

機関が、「イスラエルはガザ攻撃を中

止せよ」「即時停戦を」の一点で、緊

急の行動を強めることを心から要請す

る。 

(2) この間、イスラエル軍は、ガザ北

部のジャバリヤ難民キャンプへの連続

的な空爆、患者をのせた救急車の車列

へのミサイル攻撃など、空と陸と海か

ら大規模攻撃を行い、多数の民間人が

犠牲となっている。ガザを封鎖し、電

気、水、食料、医薬品の供給を妨げ、

多くの民間人を死の淵に追いやってい

る。ガザ北部の住民に南部への移動を

命じていることも、深刻な人道的災厄

を招いている。この1カ月でガザでは1

万人近くが犠牲となり、その4割は子

どもと報じられている。わが党は、多

数の民間人の命を奪い、甚大な犠牲を

強いているイスラエルによる軍事行動

を強く非難する。 

国連の人権専門家7人は、連名で、ガ

ザの事態について、「ジェノサイド

（集団殺害）の重大な危険」と厳しく

警告している。イスラエルによる攻撃

は、その一つひとつが明白な国際人道

法違反の戦争犯罪であるだけでなく、

その規模と残虐さからみて、ジェノサ

イド条約(1948年)が固く禁じている集

団殺害――ジェノサイドの重大な危険

があることを強く指摘しなくてはなら

ない。国際社会はガザでのジェノサイ

ドを決して許してはならない。 

(3) 今回のガザ危機の直接の契機は、

10月7日のハマスによる無差別攻撃に

あった。民間人を無差別に殺傷するこ

とは国際法違反であり、わが党はそれ

を強く非難するとともに、人質の即時

解放を求める。 

同時に、こうした事態が起こった背

景には、イスラエルが1967年以来、ヨ

ルダン川西岸とガザ地区を占領下にお

き、住民の強制排除を行いながら入植

を拡大してきたこと、ガザ地区に対し

ては2007年以来、封鎖政策をとり、

「天井のない監獄」と呼ばれる非人道

的状態をつくりだしてきたこと、たび

たびの空爆によって多くのパレスチナ

人を犠牲にしてきたという歴史的事実

がある。これらはすべて国連の決定と

国際法に背く無法行為であることを、

厳しく指摘しなくてはならない。 

イスラエルが、ハマスの攻撃に対す

る「自衛権」をたてに、圧倒的な軍事

力を行使した報復を行い、ガザでのジ

ェノサイドを行うことは、決して許さ

れるものではない。 

(4)日本共産党は、中東和平のためには、

国連の一連の決議でも確認されている

ように、(1)イスラエルの占領地からの撤退、

(2)パレスチナ独立国家樹立を含む民族自

決権の実現、(3)両者の生存権の相互承

認という三つの原則を踏まえたとりく

みが必要であることを、一貫して主張

し続けてきた。 

同時に、ガザの深刻な人道的危機の

打開は一刻の猶予も許されない。 

日本共産党は、「全世界の国民が、

ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和

のうちに生存する権利を有する」と宣

言し、国際紛争解決の手段としての戦

争を永久に放棄した憲法をもつ国の政

党として、ガザの深刻な人道的危機を

打開するために、各国政府と国際機関

が、以下の2点の実現に向けて、緊急

の行動をとることを心から要請する。 

――イスラエルは、ガザ攻撃を即時中

止すること。 

――双方は、即時停戦のための交渉

のテーブルにつくこと。少なくとも人道的

休戦を求めた10月27日の国連総会決

議を順守した行動をとること。 

ご参加

下さい12/8「平和の

ともしびウォーク」
日本がアジア太平洋へ侵略の戦火を

広げた太平洋戦争開戦の日を忘れず、

日本を再び戦争する国にしないよう、

そして世界から戦争をなくすよう、と

もに歩きましょう。 

昭和区コースは17:40天神町公園(御

器所交差点南西)集合18:10出発です。

なにか光るもの（平和のともしび）を

手に、暖かくしてご参加ください。 

あなたも仲間に 日本共産党は今年 7/15創立 101周年を迎えました。あなたの入党を心からお待ちしています。     党紹介サイト→https://www.jcp.or.jp/web_jcp/ 


